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あらかじめパソコン（PC）と RL78_G24_101GA ボードをケーブルで接続しておいてください。

ケーブルは USB A↔C タイプです。

e2studio を立ち上げ、ダウンロード、解凍したホルダを適当な所に配置します。

1番はじめはプログラムをインポートします。

一般→既存プロジェクトをワークスペースへ



ルートディレクトリの選択で、ダウンロードしたファイルのディレクトリを指定。プロジ

ェクト、プロジェクトをワークスペースにコピーをチェック。終了をクリック。

RL78_G24_101GA_test1 のプロジェクトが表示されます。ソースファイルは拡張子.cpp です。

クリックで右画面に表示されます。

デバックをクリック。



通常、1 回目は接続できないと表示されます。これは製作者の COM ポートと利用者の COM ポ

ートが異なるからです。

実行→デバックの構成



Debugger→ターゲット・ボードとの接続 で COM 番号を利用者のものに合わせて下さい。

OK であれば「適用」をクリック。

再度、デバックをクリック。以下、パースペクティブ切り替えの確認が出たら接続は成功

しています。「切り替え」をクリック。

今まで見えなかったボタンが出てきます。実行をクリック。



1 回目はカーソルがｍａｉｎ（）の後で止まります。メインの前の初期化等は正常に実行さ

れました。もう 1 回、実行をクリックするとｗｈｉｌｅ（１）の無限ループ動作に入り、

ＬＥＤ Ｄ１が点滅すれば動作成功です。

LED D1 の点滅が目で確認できると思います。変数窓の変数、cnt が LED が点滅するたびに

+１されるのが確認できると思います。
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